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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに    

 鋼橋においては，鋼桁間の腐食が進行しやすいこ

とが知られている．これは，腐食促進因子が鋼桁間

に付着した場合，雨水による洗浄効果がない事が原

因の一つであると考えられる．この問題の対策とし

て，鋼桁間に FRP 製の防護板を敷設する技術が提案

され 1)2)，FRP 防護板による飛来塩分の遮断性および

鋼桁間の腐食環境改善効果が確認されている．一方

で，FRP はガラス繊維の量を調節することで，ある

程度の強度を持たせることが出来る材料であるため，

FRP 防護板は広範囲の点検用通路としても活用でき，

維持管理環境の向上及び LCC の削減にも繋がる．本

稿では FRP 防護板が，橋梁における点検用通路とし

ての性能について，実験により検証を行った結果に

ついて報告する．    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

２２２２．．．．FRP防護板防護板防護板防護板のののの構造構造構造構造 

 FRP 防護板は曲げに対する抵抗として，橋軸直角

方向に 30cm間隔で 1パネルに2つのリブが設けられ

ており，FRP パネル同士は，ブラインドリベットを

用いて接合している．鋼桁との接合については， 

下フランジにスタッドを溶殖しナットで固定する構

造とクリップタイプの継手構造を採用している． 

  

 

 

 

 

３３３３．ＦＲＰ．ＦＲＰ．ＦＲＰ．ＦＲＰ防護板防護板防護板防護板のののの性能確認性能確認性能確認性能確認試験試験試験試験 

３３３３．．．．１１１１    試験概要試験概要試験概要試験概要    

 点検用通路としての性能を検証するため，静的・

動的載荷試験、疲労試験、歩行性能試験を実施した．

また，FRP 防護板を鋼桁間に敷設することで受風面

積が大幅に増加することから，耐風性能の検証試験

についても実施した．本試験に用いた供試体は，橋

軸方向に 2パネルをリベット接合したもので，FRP

防護板のスパンは 3.5mとして試験を行った． 

 

 

 

 

 

３３３３．．．．２２２２    静的静的静的静的・・・・動的載荷試験動的載荷試験動的載荷試験動的載荷試験    

１）試験方法 

 静的載荷試験においては，FRP パネルの中心に集

中荷重をかけ，鉛直方向の変位を計測した．荷重は

5kN間隔で 15kN まで載荷した． 

 動的載荷試験では， 5kN～10kN の荷重振幅で動的

載荷を行い，変位・ひずみを計測した．  
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桁間にFRP防護パネルを設置

⇒飛来塩分の浸入を防止することが可能

⇒桁間の歩行が自由となり維持管理が容易

飛来塩分 飛来塩分
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FRP押えPL

STUD M16 (メッキ)
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FRPパネル

Tリブ

主桁下フランジ

図-1 FRP 防護板の概念図 

図-2 飛来塩分調査結果 

図-3 継手構造(ｽﾀｯﾄﾞﾀｲﾌﾟ) 図-4 継手構造(ｸﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ) 

写真-1 FRP 防護板試験体 
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２）試験結果 

 静的載荷試験では 15kN の荷重載荷を行っても弾

性挙動を示し，たわみ値についても，10kN の集中荷

重載荷時で許容値として設けている L/400(=8.75mm)

以下を満足する結果となった． 

 動的載荷試験での変位については，橋軸方向・橋

軸直角方向共に静的試験結果と同様の値を示した． 

３３３３．．．．３３３３    疲労試験疲労試験疲労試験疲労試験    

１）試験方法 

 FRP パネルの中心に動的荷重を載荷し，変位及び

損傷の有無を調査した．荷重振幅 2kN～10kN で動的

載荷を 1Hz で行い，載荷回数は 100,000 回として試

験を行った． 

２）試験結果 

 疲労試験の前後での変位を比較すると，ほぼ同様

の値を示した．FRP パネルの状況を確認しても，目

立った損傷および変形は確認出来なかった． 

３３３３．．．．４４４４    歩行試験歩行試験歩行試験歩行試験    

１）試験方法 

 FRP パネル上を実際に歩行し，点検用通路として

の歩行性を検証した．歩行時については，変位計に

より FRP パネルの変位やゆれを確認した． 

２）試験結果 

 実際の歩行を行っても変位やゆれは小さく，通常

の上部工検査路と同等な歩行性が確認できた． 

３３３３．．．．５５５５    風風風風相当相当相当相当荷重破壊試験荷重破壊試験荷重破壊試験荷重破壊試験    

１）試験方法 

 FRPパネル下面から作用する風荷重を模擬し，FRP

パネルの中心に静的載荷をパネルが破壊するまで実

施した． 

２）試験結果 

 風荷重を模擬した静的破壊試験では，スタッドタ

イプで 8kN 載荷時にリブと継手部からひび割れが発

生し，14kN載荷時に破壊した．クリップタイプでは，

18kN 載荷時にリブからひび割れが発生し，28kN 載

荷時に破壊した． 

  

 

 

 

 

 

４４４４．．．．最大耐風速最大耐風速最大耐風速最大耐風速のののの算出算出算出算出 

４４４４．．．．１１１１    最大耐風速最大耐風速最大耐風速最大耐風速のののの算出方法算出方法算出方法算出方法    

 FRP 防護板の最大耐風速は，風相当荷重破壊試験

の結果をもとに，次に示す手順により算出した．最

初に風相当荷重破壊試験を FEM 解析により再現し，

破壊試験により確認された破壊箇所の応力を算出し

た．次に算出した応力と同箇所の応力が同じ値を示

す等分布荷重を，同様に FEM 解析により算出した．

算出された破壊時の等分布荷重を式-1 に代入して，

最大耐風速を算出した．ここでの風荷重は，下から

吹き上げる風と横から当たる風の荷重比を 1:1 とし

た．  

   

P：風荷重（N/m2）     ：風速（m/s） 

：抗力係数（=1.2）   ：空気密度（=1.23 kg/m3） 

 

 

 

 

 

 

４４４４．．．．２２２２    算出結果算出結果算出結果算出結果    

 破壊時の最大耐風速は，下表に示す結果となった． 

クリップタイプの継手は，台風時などの強風を受け

た場合でも，その性能に問題は生じないという事が

言える． 

 

 

 

 

５５５５．．．．おわりにおわりにおわりにおわりに    

 実験的検証の結果から，FRP 防護板は点検用通路

としての性能を満足していることが確認出来た．し

たがって FRP 防護板は，飛来塩分の遮断効果に加え

て，広範囲の点検用通路として橋梁における維持管

理性能の向上に寄与するものと考える． 
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図-6  FRP 防護板の破壊状況 

図-7  解析モデル 

(式-1） 

表-1  最大耐風速 
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